
@ 
ヂ

b
ひ、あ

百正

(昭和持率7月318'9移3綾郵便物総狗>Jl

の議叩

102f意余円のそ予算決まる

3
Rい
い
行
な
わ
れ
た
昭
和
幻
年
然

1
協

定

洲

市

議

朝

食

は

、

予

算

‘

市

ゑ

倒

的

の

一

篠

崎

は

ま

、

こ

れ

い

い

と

も

本

叫

j

チ

…

表

E

寺

町

手

数

料
e

抽

出

悶

川

・

ま

一

部

改

定

な

ど

刊

拘

禁

事

的

村

一

一

手

数

雲

護

と

一

警

護

収

集

盛

衰

李

総

務

許

事

妻

家

事

前

吋

淡

さ

れ

ま

し

た

ヮ

喪

主

m税
条

例

会

部

・

我

孫

子

主

総

条

例

的

制

定

義

雪

議

事

委

託

で

怒

る

よ

う

条

丈

主

語

草

案

桃

川

村

霊

竺

部

か

ぎ

ら

れ

た

除

雪

中

小

¥

人

口

が

数

々

多

〈

な

富

市

計

霊

議

竺

郊

を

葉

特

別

霊

童

手

均

等

的

支

努

ぬ

か

給

総

し

ま

し

た

。

草

ワ
て
い
〈
忠
喜
で
は
、
計
画
ど
お
守
的
卒
業
が
因
縁
人
口
議
ね
掛
け
う
義
葉
高
校
の
す
る
法
体
的
ぷ
改
正
に
よ
り
弘
主
草
さ
れ
た
乎
警
は
索
聞
の
と
お
麗
我
孫
主
義
市
公
霊
安
…
部

な
状
燃
に
追
い
こ
ま
れ
、
こ
の
お
…
予
算
は
ど
う
あ
る
警
高
地
取
得
費
に
あ
て
る
土
め
、

ι義
的
際
安
喜
す
る
対
に
対
し
て
り

φ

護

べ
き
か
、
依
援
に
審
議
J
d
れ
ま
し
た
。
法
人
市
民
税
に
法
撃
を
適
用
す
る
新
た
に
童
手
一
淑
令
達
す
る
こ
と
は
護
婦
子
車
問
院
議
保
険
義
的
一
盛
我
孫
子
市
議
議
議
給
水
条
例
約
一

こ
の
批
判
然
、
事
業
主
夜
、
L

、

治

条

例

竺

糊

仰

が

と

と

も

に

主

主

主

主

1
0
0
0

な

り

ま

し

た

が

も

己

主

会

議

と

部

を

主

部

を

葉

液

泌

氏

時
以
ぷ
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
一
年
間
丹
市
町
進
む
だ
句
が
万
約
以
下
町
法
人
等
に
は
、
そ
の
は
客
機
得
然
皮
に
認
定
基
換
が
あ
り
ま
す
。
効
絞
殺
を
2
万
円
か
ら
4
湾
問
に
、

4
月
1
8
か
ら
茨
即
時
句
ど
お
り
、
本
線
陥
胡
年
3
同
月
間
羽
生

-
議
駒
内
う
を
考
え
て
端
的
税
特
例
怯
援
金
総
そ
の
た
め
築
港
か
ら
除
外
さ
れ
た
議
採
然
資
を
5
千
削
円
か
ら
1
万
円
に
給
付
滋
科
金
が
出
品
病
院
は
な
り
ま
し
た
e

我
孫
子
市
陶
州
都
鴻
P
5
8
6

じ

ま

す

ョ

宅

重

凌

録

後

務

令

状

流

し

、

そ

的

欲

終

演

を

引

き

上

げ

ま

す

。

遜

京

滋

約

機

内

認

定

と

一

牒

ル

三

警

喜

一

撃

滅

菌

室

2
2綬
〈

す

る

こ

と

が

絞

め

で

制

襲

滅

工

早

小

企

業

喜

警

詰

軽

警

取

尋

問

定

資

滋

野

綴

干

審

査

薬

開

閥

会

委

員

に

湖

酬

が

巡

れ

て

い

る

内

で

、

こ

れ

に

問

問

波

紋

各

札

ま

し

な

。

的

一

務

改

正

仮

称

潟

沈

治

不

小

学

校

町

田

畑

地

合

総

し

、

望

遠

淡

、

税

自

助

長

き

雪

孫

子

市

殺

人

喜

セ

ン

タ

ー

の

数

量

警

と

議

室

町

議

題

得

し

て

い

2
て

宮

崎

持

治

氏

郊
市
叫
制
限
利
明
町
一
明
同
期
を
1
ヵ
月
延
織
し
消
波
与
が
鰍
総
裁
に
関
タ
る
条
例
的
一
一
以
前
を
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ヵ
月
全
然
カ
尽
に
、
師
撚
級
品
刊
印
年
度
の
殺
村
知
子
市
一
総
会
計

法

す

。

改

正

鵠

ヵ

月

を

師

会

良

心

総

長

し

ま

す

@

刷

土

滋

区

初

泌

総

事

業

務

裂

寄

・

ト

ム

固

定

安

緩

線

側

部

査

委

塁

家

資

的

開
閉
鷲
孫
子
出
総
問
料
条
号
制
制
緩
つ
つ
じ
滅
的
後
納
付
が
、
市
立
方
巡
我
笠
J

ぃ
巾
九
成
時
占
溺
科
条
例
的
一
概
耐
水
道
事
懇
森
そ
れ
ぞ
れ
の
愉
開
滋
十
算
う
ち
、

1
お
後
翁
が
満
了
し
家
し
た
の

よ
れ
ま
で
の
我
孫
子
市
山
間
附
M
M
H
徴
収
は
今
ま
で
2
0
8
m円
で
し
た
が
3
0
0

を

改

淡

を

絞

め

ま

し

た

。

で

後

俊

じ

宮

崎

株

冶

災

が

決

ま

り

ま

し

糸
川
内
を
発
止
し
、
山
間
的
制
科
を
表
ー
の
と
関
心
な
ワ
ま
し
た

B

後
近
の
社
会
品
問
棋
倒
償
制
却
と
近
隣
市
と
溢
双
山
刊
U
U
F笠
波
紋
ぷ
乏
巾
一
般
会
総
4
3

た。

お
り
没
緩
し
ま
品
9
6

刷
出
我
孫
子
市
中
山
減
税
金
支
給
条
間
的
…
悦
め
均
衡
を
常
総
し
、
お
用
料
の
れ
急
上
算
を
絞
め
ま
し
た
。

襲

撃

主

剛

氏

館

長

約

一

部

改

正

注

げ

さ

い

ま

す

。

〈

わ

し

く

は

、

2
一
期
主
役
下
さ
い

6

公
民
餓
的
健
治
判
什
が
淡
自
の
と
お
り
各
競
技
会
保
険
と
間
協
災
W
陵
町
一
様
出
印
刷
閉
我
判
郁
子
輔
副
市
計
的
允
烹
合
土
地
区
一
期
総
総
和
日
早
絞
殺
判
知
子
中
間
間
関
田
氏
慾
康
保

改
正
し
ま
す
。
険
者
が
出
品
鳴
し
た
と
き
辻
、
そ
的
保
険
山
政
理
事
業
総
行
総
同
情
的
一
線
汝
ぷ
検
事
業
・
土
地
ぱ
一
副
整
理
扉
数
@
公
共

国
鴨
川
税
同
時
三
保
育
所
条
例
的
一
部
符
立
か
ら
助
成
伐
と
由
H

児
チ
翁
が
広
柿
刊
さ
れ
盗
殺
係
子
部
ぷ
計
淫
事
例
議
娘
一
紛
之
総
夜
下
水
淡
築
業
そ
れ
ぞ
れ
の
州
村
川
別
会
計
?
?

抜
本
地
一
位
に
鈴
W
M
m
が
毅
U
さ
れ
ま
で
い
る
え
め
a

一
闘
い
続
議
事
業
態
打
然
山
間
約
一
部
時
結
成
試
を
定
め
、
昭
和
れ
年
法
我
孫
子
市
た

し

た

お

議

我

孫

子

高

義

の

処

理

及

び

議

室

季

初

許

撃

章

一

空

設

立

時

事

若

草

雪

定

立

し

た

。

窓
刊
誌
係
7
X
E
h
G重
度
度
謀
総
一
挙
Z

に
開
閉
す
る
条
例
町
一
滋
を
然
北
凶
w
治
家
議
仏
盗
品
川
山
塊
根
三
税
制
一
芸

制
つ
州
司
日
副
司

手
数
料
@
使
用
料
を
改
定

務
?
回
定
例
市
議

市
闘
は
め
皆
さ
ん
に
滅
後
か
・
か
わ
り
の
み
る
性
綱
案
を

終
せ
て
み
ま
し
た
む

子
築
関
係
は

2
聞
に
掲
載
)

1(10料

》

経お

監
資
餐
負
に

譲

沼

一

民

致
寒
気
の
う
ち
繋
駕
的
糊
賀
町
方

的
令
か
か
ら
選
ば
れ
る
磯
貝
が
欠
員
と

な
っ
て
い
ま
し
立
が
、
渡
辺
与
一
氏
に
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戸籍王子数料が
変わります

PJI議(I'fJ)で伊綾子数料令的

改正カ'i-I織され、 5JH日から

持続目奇妙みなどの手数料が変わ

ります。くわしくは5月16日号

でお総らせします。
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